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進出時期 調達先の国別 仕向先の国別内訳 仕向先の企業別内訳
1998年9月設立，
2000年4月稼働
アルミ塊は100％
ポーランド（日系，
豊通資本）
①ドイツ向け7割，②フ
ランス向け1割，③その
他2割
BMW・VWがそれぞれ3
割，トヨタ向けは1割以
下
労働者の通勤地域と近年
の離職率
リーマン・ショック
の操業への影響
11年3月大震災の操
業への影響
その他の災害の操
業への影響
①ザクセン州内（9割），残
りは近郊の 2都市（ホイヤ
スベルダ市・カメンツ市）
②離職率2％前後
欧州の自動車インセ
ンティブ政策によ
り，大きな落ち込み
はなかった。
日本で部品の放射
線チェックを行う
ことに伴う影響が
あった。
特になし。
出所：2013年3月訪問時の聞き取りに基づく。
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名古屋学院大学論集
弱を要する（図表2参照，アウトバーンからの距離は約20km）。途中は農村の光景が広がり，相
当の郊外である。事業所開設の準備に当たった初代工場長によれば，当地に進出した動機は以
下のとおりである。阪神大震災以前からドイツの自動車メーカーに年間6百万台前後コンプレッ
サーを輸出しており，日本に調達先を集中させるリスクを経験した先方から日本以外，できれば
欧州での海外生産の強い要請があった。これを承けて1998年に4箇国（ドイツ・フランス・ハン
ガリ ・ーチェコ）で用地選定の調査を行った。ハンガリ ・ーチェコは，労賃が約1/5と魅力的であっ
たが，自動化されたラインの維持に必要な技術サポート力やインフラ等が弱かった。ドイツ国内
はこの面が強く，納入先のメーカーからも歓迎された。一方フランスでは，組合問題への懸念が
あるほか，納入先のドイツとずれた長期の夏休みといった問題があった。このため労賃よりサポー
ト力を優先し，ドイツを選定した。なお当時独・ポーランド国境は長時間の通関時間が必要であっ
たため，ポーランドは検討対象から外した。
　さらにドイツ国内での立地については，以下のとおり。旧東独地域内で最終候補地に残った
テューリンゲン州ヘルムスドルフ（チェコ国境）はアウトバーンの交差点に近く，輸送には便利
であった。また近くに中都市もあり労働力も豊富であることが予想された。それに対して現所在
ついてはいうまでもない。この企業はいみじくもVolks Wagen（国民車）という名であった。当初に想
定されていた「国民」とは本国ドイツの大衆であったが，その後に「諸国民の車」に転化したというべ
きであろう。
出所：TDDK資料（2013年3月の訪問時に入手）
図表4　主要取引先との位置関係
独ザクセン州日系企業の産業集積
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地は交通は不便で，田舎であり，労働者も見つけ難いと考えられた。しかしいったん雇用されれ
ば近くに他の会社もないことから，長期に勤務してくれる可能性が強いと判断した。こうして輸
送の便よりも雇用を優先し，現在の地を選定したという。
　また投資優遇措置について尋ねると，投資金額に対し35％の補助金が得られた。チェコ・ハ
ンガリーでも税金の優遇処置の提案があったが，全体金額では，いずれもほぼ同じレベルであっ
たとのことである 22）。
　以下図表3，4に基いて今日の取引先との関係から立地について検討すれば，主要な原料で
あるアルミニウムについては，調達先の日系のPolstは同じトヨタ系の完成車組み立て拠点，
TMMPとは近いために製品はポットに入った「湯」（精錬された液体状のアルミニウム）で納品
されるが，TDDKやトヨタ系のディーゼルエンジン生産拠点TMIPはそれよりも遠いためイン
ゴット（精錬し冷却した塊）での納品となる。
　また販売に関しては，最大の取引先であり，進出の動機でもあったドイツ系の2社（VW，
BMW）の国内ならびにポーランドの生産拠点がいずれも300―500km内外の距離にあり，時間距
離にしても4―6時間程度の陸送で到達できる。さらにポーランド南部から走るアウトバーンの延
長上の仏・ベルギー国境に，域内のもう一つの有力なトヨタ系の完成車組み立て産業の集積地が
あり，納品にさいしてきわめて有利である。そのことが立地につながっているといえる。
むすびに代えて
　本稿は第Ⅰ節において旧東独の南東部地域の社会について歴史的に検討し，これとポーランド
南西部との深い関わりを明らかにした。これを踏まえ，第Ⅰ節の後段ならびに第Ⅱ節において，
現地で訪問調査した2社，マイセン社とTDDK社を対象に，地域的な産業形成の動態について，
ドイツの国民経済の形成・発展過程に目配りしつつ，同一産業での比較地域的な観点も交えて多
角的に分析を行った。かつてドイツの中でもっとも経済の発展した地域であったザクセンは，低
迷していた1980年代には予想もつかなかった再生を遂げており，ひとり日系企業にとってのみ
ならず，今もまた魅力的な投資対象地域であることは言を俟たない。
　今後さらに旧東独地域での調査対象企業を開拓して分析対象となる企業を増やす作業と並行
して，上記2社と同時期に調査を完了している国境の東側，ポーランドの旧シレジア地域につい
て，次稿において研究成果の集約を図る。またこの一帯は歴史的に一体的に発展してきた三国国
境地帯であることから，今後は南に隣接するチェコの経済と進出企業に関する，調査に着手する。
22）　TDDK元社長荒木伸之氏へのメールによる照会に対する回答（2013年3月20日づけ）による。
